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「ロータリーを実践し	
 みんなに豊かな人生を」	
 
記事：Daniela Garcia  

米国サンディエゴで開催中の 2013年国際協議会の開会本会議で、ロン・バートン会
長エレクトが 2013-14年度のテーマ、「ロータリーを実践し	
 みんなに豊かな人生を」
を発表しました。国際協議会は、次期地区ガバナーが世界中から集まり、次年度の就

任に向けて研修を受けるための会合です。  

「ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、今、ここにいる私たちが抱いている

のと同じ気持ちを、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければなりません」とバ
ートン会長エレクト。「すべてのロータリアンが重要な役割を果たすようにするとと

もに、その貢献を称えることが必要です」  

ロータリー財団の新しい補助金モデル が 7月から全地区に導入されることに触れた
会長エレクトは、今がロータリアンにとって「興奮に満ちたとき」であると述べまし

た。2010年以来、約 100の試験地区が活用してきた新しい補助金モデルは、「ロータ
リー財団の新たな時代の幕開け」であり、人々の人生を豊かにするロータリーの可能

性を実現する機会であると、会長エレクトは述べます。「（未来の夢は）ロータリー
の素晴らしさをすべて取り入れ、さらに大きく、持続可能な国際プロジェクトを促す

と同時に、地域社会のニーズに応える地元プロジェクトの柔軟性を高めることによっ
て、ロータリーを新しい次元へと昇華させるもの」と話す会長エレクトは、新システ

ムへの移行において、地区ロータリー財団委員長と協力してクラブを援助するよう、
次期ガバナーに呼びかけました。  
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協議会に先立ち、会長エレクトは、「模範を示して導く」ために、次期ガバナー全員
がロータリー財団に寄付を行うよう求めました。その結果、全 537地区のガバナー・
エレクトから寄付が寄せられ、さらに RI理事会と財団管理委員会も全員が寄付した
ことにより、総額で 675,412ドルが集まったことが、会長エレクトから発表されまし
た。「もし私が寄付をお願いしていなければ、これだけの寄付は集まらなかったので
はないか」と話す会長エレクトは、次のように続けました。「これは、今日ここにい

る私たち全員が心得ておくべきことだと思います。誰かに何かをしてもらいとき、相
手がそれに気づいて自発的に行動するのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ

りますが、後者のほうがずっと理にかなっているのではないでしょうか」  

会長エレクトはさらに、これが会員増強にも当てはまると述べ、新会員候補者に入会
をお願いすることは全ロータリアンの責任であると強調しました。国際キワニスの青

少年プログラム、キー・クラブに所属していた自らの高校時代に触れ、「自分はいつ
かキワニアンになるだろうと思っていた」と語るバートン会長エレクト。しかし、実

際に入会を誘ってきたのはオクラホマ州のノーマン・ロータリー・クラブだったこと
から、結果的にロータリーに入会することになったと話します。「ですから、まずは

お願いすることが重要なのです」  

さらに、会員増強の活動は新会員を入会させたときに終わるのではないと、会長エレ

クトは訴えます。「入会した新会員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーによ
って意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで人々の人生を豊かにできるようになっ

て初めて、仕事が終わったことになるのです」 
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雑誌月間	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 	
 	
 	
 2012〜2013 年度	
 ガバナー	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 鈴木	
 重壱（長岡 RC）	
 
  

	
 長かった越後の冬もようやく終わり、木々の芽吹きが心を弾ませる頃となりました。	
 

今月は「雑誌月間」RI の公式機関誌「ザ・ロータリアン」および世界 31 の地域雑誌

の講読と、活用促進に役立つプログラム」を実施する月間です。	
 

	
 近年の情報伝達システムは「コンピューター技術の急速な進化」によって、これま

で人類が体験してきたタイムスケールの尺度を一気に変容させた結果、長年慣れ親し

んできた書面文化が遠のきつつあると感じます。そうした時代の流れの中で、あらゆ

る場面で「ペーパレス」が進む一方、ありとあらゆる情報が一瞬のうちに世界に伝わ

る時代となり、人間の感性が追い付けない状態にまでなってしまいました。	
 

	
 ロータリアンでも特に若い世代の活字離れは顕著であり、雑誌等の情報伝達が大き

く変容を余儀なくされています。	
 

	
 一方で、それとは別に情報盛り沢山のロータリーの雑誌（「ロータリーの友」など）

に対する会員の認識を深め、それによってロータリーの情報普及を図ることが「雑誌

月間」の目的です。	
 

	
 クラブはこの月間中に雑誌に関するプログラムを実施する事になっています。	
 

その歴史は、チェスリー･ペリー国際ロータリー初代事務総長によって創刊された、

「ザ・ナショナル・ロータリアン」(1912 年に「ザ・ロータリアン」に改称）が発刊

された 1911 年 1 月 25 日を記念して、当初１月 25 日を含む１週間を雑誌週間として

いました。	
 

「2007 年手続き要覧」の「ロータリー・クラブ定款」の「第 14 条ロータリーの雑誌」

では、各会員は、会員身分を保持する限り、RI 機関雑誌、または国際ロータリー理事

会から、本クラブに対して承認ならびに指定されている地域的なロータリー雑誌（日

本では「ロータリーの友」）を購読義務として定めています。	
 

言いかえれば、それほど購読する事がロータリアンの資質を高める上で大きな力とな

るということだと思います。	
 

「万巻の書を残せども必ずしも子孫それを読まず」という格言がロータリーには当て

はまらない事を願っています。	
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国際ロータリー第 2560 地区ロータリー財団奨学生  
オリエンテーション報告	
 

	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

ロータリー財団委員会	
 奨学金委員長	
 

得永	
 哲史（新潟ＲＣ）	
 

	
 

	
 2013-14 年山崎年度いよいよこの 7月から財団の「未来の夢計画」が始まります。

国際第 2560 地区ロータリー財団奨学生派遣に向けてのオリエンテーションを行いま

した。第 2560 地区ロータリー財団副委員長野沢正信（新潟北ＲＣ）さんから挨拶を

いただき、2月 24 日（日）万代シルバーホテルで、2013-14 年度財団奨学生小林瑠璃

さん（推薦新潟東ＲＣ・第 1 志望オーストラリア	
 シドニー工科大学）、大関洋平さ

ん（推薦新発田ＲＣ・第 1志望アメリカ	
 マサチューセッツ工科大学現在渡米中）の

2 名の方にこれからの取り組みや考え方を、	
 補助金委員長・学友会委員担当の高橋

秀樹（新潟ＲＣ）さんから財団奨学生候補者の心得、書類の作成と授受、留学先との

やり取り、今後のスケジュール、連絡維持、スピーチ義務、学友会などの取り組みの

説明をしました。	
 

	
 2011-12 年度国際親善奨学生西澤絵莉さん（イギリス、リーズ大学大学院）からは

奨学生体験とアドバイス等を話していただきました。	
 

	
 国際第 2560 地区財団奨学生 2 名の推薦クラブの新潟東ロータリークラブ会長	
 那

須野幸作さん、新発田ロータリークラブ会長島津延明さんより暖かい激励の言葉と奨

学生に対する熱い思いをいただきました。財団奨学生の小林さんは最初は緊張の面持

ちをしていましたが、心構えや国際親善奨学生の西澤さんの話を聞くに従って落ち着

いてきた様子で無事質疑応答も終わり、和やかなうちに無事終了をしました。	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 

	
 次年度奨学金委員長篠田昇さん次年度奨学金委員中村隆輔さん方々も出席され総

参加者 9名となりました。次年度に向けてまた気持ちを新たにして取り組んでいく熱

気をいただき、また、ロータリーを通じてたくさんの出会いや多くの感動をいただき

ました。これからもより多くの夢がありますように願いながら報告に代えさせていた

だきます。	
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世話クラブ・カウンセラーと米山奨学生の関係	
 
国際ロータリー第２５６０地区	
 

米山奨学委員会	
 委員長	
 

大橋 義弘（新潟北 RC） 
	
 

先日３月２日に ANAクラウンプラザホテル新潟にて、奨学生の終了式・歓送会が
執り行われました。ロータリーと、カウンセラーとのお別れの時が来ました。長くて

短い、本当にあっという間に時間が過ぎてしまった、そんな状況です。カウンセラー

と奨学生は、別れるのが淋しく思えたことでしょう。わずかな期間ですが、カウンセ

ラーは日本での父母です。そして奨学生は子供です。それ位お互いを理解しあえる様

になるのです。ロータリアンと奨学生の交流はお互いに刺激し合う関係こそがこの事

業の特長です。 
奨学生一人ひとりに、地域のロータリークラブから、世話クラブが選ばれ、さらに

その会員の中からカウンセラーが付いて、奨学生との交流を深め、彼らの日本での生

活が心豊かになるように配慮します。奨学生はロータリアンとの交流を通じて、奉仕

の精神に触れ、自らの精神を磨き、社会に貢献することを覚えます。また、ロータリ

アンにとっても、金銭的な支援だけでは得られない感動と米山事業への深い理解が生

まれます。 
 
どんな奨学生に育ってくれたか、育てたか？ 
これが世話クラブ・カウンセラー制度です。 
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｢第 2 回青少年交換オリエンテーションを終えて｣	
 
新世代奉仕委員会	
 青少年交換委員会	
 

委員長	
 倉茂 章（頸北RC） 
 

3 月 24 日（日）まちなかキャンパス長岡で第 2 回青少年交換オリエンテーションが

開催されました。当日は、鈴木重壱ガバナー、山﨑堅輔ガバナーエレクト、佐々木

昌敏ガバナーノミニーのご来賓に加え関係者総勢 20 名のご参加をいただきました。 

1 年派遣候補学生は第 1 回目のオリエンテーションで「ロータリー交換学生として

の心構え」を学び、今回は、「危険から自分を守る」をテーマに危険予知のトレーニ

ングを行い、リスク回避の方法を学びました。 

学生の派遣先はアメリカ、ブラジルのため、日本とは違い銃が日常にある国です。

安全な日本とは考え方を変えること、また、虐待やセクハラの被害に合わないように、

実際に起きた事例研究を通して、具体的な対処法について学びました。 

組織として過去に起きた悲しい事例を公開することは大変に勇気のいることです。

しかし、ロータリーは組織の隠ぺい体質を打破し、学生の安全を第 1 に考える姿勢

を内外に発信します。 

当地区では、鈴木年度よりロータリー関係者以外の第 3 者有識者を委員に含む

新世代リスクマネージメント室を立ち上げ、危機管理体制を整えております。100％

完璧なものなどこの世の中に存在はしません。ただ、100％に近づけようと努力する

至誠（しせい）が大切なのだと思います。 

難しい分野であるリスクマネージメントですが、青少年交換を通じて我々ロータリア

ンも学びの中で成長出来ればと考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第2560地区　2012-13年度　2月末　会員数および出席報告

7月1日
現在

2月末
会員数

うち女性 増減
7月1日
現在

2月末
会員数

うち女性 増減

第1分区(9クラブ) 87.81 332 345 34 13 第5分区(７クラブ) 85.12 304 309 29 5

新発田 3 98.39 80 85 0 5 長岡 4 86.72 41 45 2 4

村上 4 85.00 35 35 6 0 柏崎 4 80.98 46 46 0 0

水原 4 79.48 25 25 1 0 長岡東 4 85.70 65 65 6 0

中条 4 91.13 29 31 3 2 柏崎東 3 99.24 44 44 3 0

新発田城南 4 88.69 42 45 6 3 栃尾 4 67.39 23 24 0 1

豊栄 4 88.04 23 23 4 0 長岡西 4 87.79 42 44 5 2

新発田中央 4 86.31 48 48 4 0 柏崎中央 4 88.04 43 41 13 -2

中条胎内 4 85.72 28 29 5 1 第6分区(6クラブ） 83.39 147 152 6 5

村上岩船 3 87.50 22 24 5 2 十日町 4 94.53 33 32 0 -1

第2分区(9クラブ) 84.79 394 423 21 29 小千谷 4 80.12 37 40 3 3

新潟 4 84.70 81 87 0 6 雪国魚沼 4 76.40 19 21 1 2

新潟東 4 87.61 53 57 4 4 十日町北 4 88.63 21 22 1 1

新潟南 3 79.68 74 86 0 12 津南 3 83.33 26 26 1 0

佐渡 4 87.00 13 13 0 0 越後魚沼 4 77.30 11 11 0 0

新潟西 4 81.86 31 33 1 2 第7分区(9クラブ) 79.14 313 312 25 -1

佐渡南 4 81.29 46 46 6 0 高田 4 81.06 59 61 1 2

新潟北 3 92.98 36 38 0 2 直江津 4 72.24 44 40 2 -4

新潟中央 4 91.67 22 24 1 2 新井 4 67.92 32 33 3 1

新潟万代 3 76.32 38 39 9 1 糸魚川 4 75.43 35 36 1 1

第3分区(6クラブ) 70.53 143 145 7 2 妙高高原 3 73.00 5 4 0 -1

新津 4 66.67 22 24 0 2 高田東 3 81.08 38 37 2 -1

村松 4 80.00 9 10 0 1 糸魚川中央 4 79.55 34 34 0 0

五泉 4 79.60 20 21 3 1 頸北 4 89.10 16 16 1 0

白根 4 73.44 50 48 2 -2 越後春日山 4 92.92 50 51 15 1

新津中央 4 73.44 32 32 1 0

阿賀野川ライン 4 50.00 10 10 1 0

第4分区(11クラブ) 79.99 363 362 16 -1 クラブ

三条 4 83.72 54 56 0 2 人

燕 4 73.83 24 24 0 0 人

加茂 4 74.99 37 33 5 -4 人

三条南 3 86.96 46 48 0 2 人

分水 4 88.78 30 29 2 -1 ％

見附 4 77.00 18 18 1 0

吉田 4 83.82 35 34 1 -1

三条北 4 77.86 69 70 2 1

巻 4 78.50 13 12 0 -1

田上あじさい 4 70.80 5 6 1 1

三条東 4 83.62 32 32 4 0

2月末 	
会員数

女性会員数

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

純増減会員数

当月平均出席率

57

1,996

2,048

138

52

81.84

クラブ数

7月1日　会員数
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国際ロータリー第２５６０地区　鈴木ガバナー事務所
  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 
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